
 

 

 

 

令和２事業年度 

 

 

 

決 算 報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自：令和２年４月 １日 

至：令和３年３月３１日 
 

 

国立大学法人北海道大学 
 

 

 



（単位：百万円）

予算額 決算額
差　　　額

（決算－予算）
備考

収入

運営費交付金 36,909 37,622 712 （注１）

うち補正予算による追加 - 414 414 

施設整備費補助金 2,683 614 △2,068 （注２）

船舶建造費補助金 1,498 1,498 - 

補助金等収入 4,016 7,834 3,817 （注３）

大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 78 123 45 （注４）

自己収入 42,006 42,296 290 

授業料、入学金及び検定料収入 9,645 9,559 △86 （注５）

附属病院収入 30,700 30,967 266 （注６）

財産処分収入 - 0 0 

雑収入 1,660 1,769 109 （注７）

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 13,839 16,975 3,136 （注８）

引当金取崩 - 640 640 （注９）

目的積立金取崩 458 503 45 （注10）

前中期目標期間繰越積立金取崩 131 - △131 （注11）

101,620 108,110 6,489 

支出

業務費 79,161 75,768 △3,393 （注12）

教育研究経費 49,274 46,521 △2,752 

診療経費 29,887 29,247 △640 

施設整備費 2,761 738 △2,022 （注13）

船舶建造費 1,498 1,498 - 

補助金等 3,716 7,547 3,831 （注14）

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 13,839 13,860 21 （注15）

長期借入金償還金 643 643 △0 

101,620      100,057      △1,562 

- 8,052        8,052        

※本報告書は百万円未満切り捨てにより作成しております。
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○予算と決算の差異について

（注１）運営費交付金については、予算段階では計上していなかった追加交付があったため、予算

額に比して決算額が７１２百万円多額となっております。

（注２）施設整備費補助金については、一部事業が翌年度に繰越となったため、予算額に比して

決算額が２，０６８百万円少額となっております。

（注３）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得に努めたため、

比して決算額が３，８１７百万円多額となっております。なお、本収入には、授業料等減免費

交付金が２２７百万円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。

（注４）大学改革支援・学位授与機構施設費交付金については、予算段階では計上していなかった

追加交付があったため、予算額に比して決算額が４５百万円多額となっております。

（注５）授業料、入学金及び検定料収入については、主に授業料収入が減少したため、予算額に

比して決算額が８６百万円少額となっております。

（注６）附属病院収入については、診療体制の充実等により、予算額に比して決算額が２６６百万円

多額となっております。

（注７）雑収入については、主に動物病院収入等の増収に努めたため、予算額に比して決算額が

１０９百万円多額となっております。

（注８）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった国

（の各組織、特殊法人）及び民間からの受託研究等の獲得に努めたため、予算額に比し

て決算額が３，１３６百万円多額となっております。

（注９）引当金取崩については、引当金による退職手当及び賞与の支払いに伴い、経費相当分を

取り崩したことにより、予算額に比して決算額が６４０百万円多額となっております。

（注10）目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった事業の実施に伴い、

経費相当分を取り崩したことにより、決算額が４５百万円多額となっております。

（注11）前中期目標期間繰越積立金取崩については、一部事業が翌年度に繰越となったため、

予算額に比して決算額が１３１百万円少額となっております。

（注12）業務費については、教育研究経費において経費の節減に努めたことにより、予算額に比

して決算額が３，３９３百万円少額となっております。

（注13）（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が２，０２２百万円少額となって

おります。

（注14）（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が３，８３１百万円多額となって

おります。

（注15）（注８）に示した理由により、予算額に比して決算額が２１百万円多額となっております。




